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本日の発表内容

 国際プログラム開設の経緯

 国際プログラムの設計思想

– 国際プログラムの制度設計

– 留学を支援するカリキュラム設計

 国際プログラムの実績
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国際コース紹介パンフレット
（2016年作成，一部抜粋）
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国際プログラム開設の経緯

 グローバル人材育成への機運の高まり

– 2012年度 グローバル人材育成推進事業タイプB 採択

– 2014年度 スーパーグローバル大学創成支援事業タイプB 採択

– 「世界に学び、世界に貢献するグローバル理工系人材の育成」

 留学を伴うさまざまな教育プログラムの推進

– 外国語を学ぶ語学研修留学の更なる推進

– 短期留学（2週間程度）を伴うグローバルPBLの開発

– 中長期留学（3か月以上）の留学を必修とする国際プログラムの開発
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芝浦工大Webサイト： 「グローバル化の歩み」より抜粋
https://www.shibaura-it.ac.jp/global/summary/chronicle.html
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留学を必修とする国際プログラム

 独創的かつ画期的な国際プログラム

– 2017年当時，留学を卒業要件とするプログラムは「国際教養学部」や
「グローバルコミュニケーション学科」などの文系学部・学科のみ

– 理工系大学・学部における日本初の留学必須のプログラム*

 専門科目を英語で学ぶ

– 「英語を学ぶ語学留学」ではなく，「英語で学ぶ交換留学」

– 本学協定校に留学し，留学先大学が認定する単位を取得すること

– 留学先を協定校に限定することで追加の学費納入は発生しない**

 参考： 他大学の例

– 千葉大学 全学部（2020～）

• 1週間～2か月の留学を必修化，留学の種類は問わない

– 東京都市大学 情報工学部「国際コース」（2019～）

• 4か月の留学を必修化，あらかじめ決められた英語，教養，工学基礎を学ぶ
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**学費相殺協定がない場合には留学先学費と同額の奨学金を付与（若干名，返還不要）
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*候補者調べ



休学することなく留学するためには

 これまでは休学して留学するのが一般的

– 留学をカリキュラムの一部とするためには，4年間の教育課程の中に
留学を埋め込むことが重要

「休学せずに留学できる」制度の確立

 留学期間と留学時期の設定

– 学生主体の計画的な留学と，英語での専門科目履修に備える

卒業要件としての留学期間を「1セメスター」以上に設定

学年歴のずれを考慮し，3年後期に留学して専門科目を学修

 留学期間のカリキュラム整備

– 3年次には実験などの必修専門科目が配置

学科を「一般プログラム」と「国際プログラム」に分割

国際プログラムのための3ポリシーを整備
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ディプロマポリシーの例
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カリキュラムポリシーの例
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英語開講科目による単位取得条件

 4年間で履修する「英語開講科目」を32単位以上に設定

– 一般に卒業要件は124単位（当時のシステム理工学部では130単位）

– 卒業要件の1/4以上を英語で取得

 留学時に9単位以上（ECTS13.5単位以上）取得

– 現地の学生にとって，15～18単位が標準的な履修単位

– 2014年度から実施していたセメスター留学の単位取得実績を考慮し
3科目9単位を最低条件に設定

 総合研究（6単位，現在は8単位）を英語で実施

– 中間・最終発表の概要，本論文，およびプレゼンをすべて英語で

 残りの単位は本学の英語開講科目で取得

– ブラジル人留学生受入に合わせて英語開講科目が開始（2013年度）

– 2021年度は各学科で13～14科目の英語開講科目が履修可能

– 語学留学やグローバルPBLも単位に
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留学を支援するカリキュラム設計

 国際プログラムの特徴的な留学支援策

– 厳しい配属条件や進級条件を設定

– 国際研修科目による「留学練習」

– Buddy科目を通じた「海外生活シミュレーション」

– 情報共有の場「国際プログラムサロン」
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英語で卒論

Buddy科目

英語開講科目32単位以上

セメスター留学

国際研修科目

40単位以上
TOEIC500点以上

80単位以上
英語開講科目8単位以上
TOEIC600点以上など

配属条件
TOEIC470点以上

「国際プログラムサロン」開催
学生間および教員との対話による情報共有や学修相談
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国際研修科目による「留学練習」

 海外留学の準備科目として，外国人留学生とともに学修する集中講
義科目を設置

– Introduction to Embedded  Programming (IEP)

• 1年次必修科目

• 3学科共通課題としてArduinoを使ったセンサ
回路設計と制御プログラミングの基礎を学ぶ

• ベトナムなどに渡航し，本学教員が英語で講義

• 外国人とのグループワークを含む

– Embedded Control Systems (ECS)

• 2年次選択科目

• IEPの応用として，MATLABやArduinoを用
いた制御システム設計を学ぶ

• 本学に留学している外国人留学生とともに履修

• グループワーク中心
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Buddyを通じた「海外生活シミュレーション」

 SIT Buddy： 外国人留学生のピアサポート

– 留学生のピアサポートを通じて，自分が留学したときに何が起きるか，
何に困るかをシミュレーションさせる

– 英語によるコミュニケーション能力の向上

– 履修者は毎週Buddy報告書を提出，担当教員がフィードバック

– 学生課，保健室などと連携しながら留学生をサポート
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情報共有の場「国際プログラムサロン」

 1～２週間ごとに「国際プログラムサロン」を開催

– 昼休みを利用し食事会形式で実施

– 学生間での情報交換（先輩から後輩へのティーチングも）

– 担当教員や国際部からの情報提供

• 授業履修や英語勉強法

• 先輩からの留学体験談

• 海外滞在経験のある教員のプレゼン

• 海外協定校の情報提供や大学紹介

 期待される効果

– 先輩たちから留学に関する「生の情報」を入手

– 留学に対する不安や疑問の解消

– 学生と教員の距離を近づけることで相談しやすい環境づくり
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国際プログラムのあゆみ
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 2017年4月，3学科で国際プログラム開始

– 電子情報システム学科8名，機械制御システム学科4名，生命科学科
生命医工学コース8名の計22名で国際プログラムがスタート

 2019年4月，全学科に拡大

– 環境システム学科，数理科学科，
生命科学科生命科学コースで開講

– 1期生11名がセメスター留学を実施

 2021年3月，初の修了生を輩出，完成年度を迎える

– 第1期卒業生： 10名

• 電子情報システム学科： 2名

• 機械制御システム学科： 3名

• 生命科学科生命医工学コース： 5名

– 卒業生のうち6名が大学院進学

©2021 Takumi Miyoshi, Shibaura Institute of Technology

国際研修科目・SIT Buddyの履修状況

 国際研修科目IEPの履修者数

– 2017～2019年度： ベトナム・ダ
ナンのFPT大学にて実施

– 2020年度： 台湾・義守大学，イン
ドネシア・スラバヤ工科大学（ITS）
とオンラインで実施

– Zoom，Google Classroom，
TinkerCADなどを駆使

 SIT Buddyの履修者数

– 2019年度までは外国人留学生が
増加，Buddy履修者も増加

– 日本に入国前からサポート開始

– 2020年度以降はコロナ禍で留学
生が激減，現在はオンラインによる
留学生ピアサポートを実施
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国際プログラム在籍者の推移（1/2）
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 電子情報システム学科（定員12）  機械制御システム学科（定員9）

在
籍

者
数

年度

 生命科学科生命医工学コース（定員6）

年度

• 定常的に国際プログラム配属学生が存在

• 生命科学科では希望者が多かったことから
2018年度まで多めに配属学生を確保

• 3年進級時に国際プログラムを辞退して一
般プログラムに戻るケースがある

• コロナ禍の影響で留学を断念して国際プロ
グラムをあきらめる学生も
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国際プログラム在籍者の推移（2/2）
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 環境システム学科（定員9）  数理科学科（定員8）

在
籍

者
数

年度

 生命科学科生命科学コース（定員6）

年度

• 3プログラムに遅れて2019年度からスター
トしたこともあり，当初から人気が高い

• 英語力不足により，1年次は仮配属という形
で在籍し2年次から正式配属となる学生も

• 現在の最高学年は3年生（今年度セメスター
留学開始）
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国際プログラムのセメスター留学実績

 コロナ禍の対応

– 海外協定校が実施するオンライン授業を履修することで海外留学した
とみなす特別措置を2020年度，2021年度に実施

– 学生の選択肢

• オンライン留学を選択

• 留学を延期（4年前期・後期での留学を目指す）

• 国際プログラムを諦め一般プログラムに変更
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 延べ留学者数（同一学生の2大学への留学を含む）

年度

• 協定校に留学することで学費納入不要

• JASSOまたは本学独自の海外留学支援金
（返還不要）を準備（50,000円～/月）

• 2020年度以降，コロナ禍でオンライン留学
が増加
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ローワン大学（アメリカ） 1名

ネブラスカ大学カーニー校（アメリカ） 1名

国立台湾科技大学（台湾） 1名

モンクット王工科大学（タイ） 1名＋3名（オンライン）

マレーシア工科大学（マレーシア） 2名＋9名（オンライン）

スラバヤ工科大学（インドネシア） 11名（オンライン）

バーサ工科大学（フィンランド） 1名

リガ工科大学（ラトビア） 1名（2022予定）

ヤン・コハノフスキ大学（ポーランド） 2名

南デンマーク大学（デンマーク） 1名＋1名（2022予定）

ローマ・サピエンツァ大学（イタリア） 1名

クレルモン工科大学（フランス） 2名

ウォーターフォード工科大学（アイルランド） 4名

スウェーデン王立工科大学（スウェーデン） 7名

国際プログラム学生の全留学先 2021年10月現在
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芝浦工業大学

赤色表示： 現在留学中の学生がいる協定校
青色表示： 現在オンライン留学中の学生がいる協定校

©2021 Takumi Miyoshi, Shibaura Institute of Technology



国際プログラムのいま

 認知度の向上を実感

– 「休学せずに留学できる」国際プログラムへの注目度は年々増加

– SGU校として本学の認知度が上がったこともあり，入学者のTOEIC
平均スコアは毎年上昇

 国際プログラムの説明会の実施

– オープンキャンパスでの国際プログラム説明ブース設置（高校生向け）

– 父母懇談会での国際プログラム相談会
（在校生の保護者向け）

 Webページの充実

– 国際プログラム紹介動画

– 海外留学先リスト

• 大学名，履修可能分野，留学費用など

– 留学を終えた学生の留学報告書
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本学Webページへの動画掲載（約15分）
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